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平
成

28
年

10
月

22
日
よ
り
平
成

29
年
２
月

26

日
ま
で
、
当
館
で
は
テ
ー
マ
展
示
２
「
前
橋
の
城
と

城
下
町
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
上
図
は
、
群
馬
県
庁

に
保
管
さ
れ
て
い
た
明
和
４
年
（
１
７
６
７
）
に
前

橋
藩
主
松
平
大
和
守
家
が
武
州
川
越
へ
移
城
と
な

る
以
前
の
前
橋
城
と
城
下
町
の
姿
を
描
い
た
も
の

で
、
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
し
た
。 

 

西
か
ら
利
根
川
（
紺
色
）
、
城
の
本
丸
・
二
の
丸
・

三
の
丸
・
高
浜
曲
輪
（
三
階
櫓
、
城
門
、
白
塀
、
緑

色
の
土
塁
、
紺
色
の
水
堀
、
水
色
の
空
堀
な
ど
）
、

そ
の
東
・
南
・
北
側
の
家
臣
屋
敷
や
城
門
・
塀
な
ど

が
描
か
れ
た
各
曲
輪
（
桃
色
）
、
そ
の
東
・
北
側
に

城
下
町
（
鶯
色
）
、
源
英
寺
・
橋
林
寺
・
龍
海
院
な

ど
の
寺
院
や
八
幡
宮
な
ど
の
神
社
（
朱
色
）
が
色
彩

豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
各
町
名
と
そ
の
通
り
の

長
さ
が
、
道
上
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
の
丸
か
ら

堀
を
隔
て
た
東
側
の
屋
敷
地
に
は
、
堀
中
主
鈴
・
根

村
豊
後
・
渥
美
鯔
之
助
な
ど
、
大
手
門
内
側
に
は
小

河
原
権
八
・
多
賀
谷
修
理
な
ど
の
名
前
が
見
え
ま

す
。
城
の
北
西
、
利
根
川
沿
い
松
林
北
側
に
は
、
大

渡
御
関
所
、
観
民
稲
荷
（
現
存
）
、
馬
場
、
御
茶
屋

の
文
字
が
読
み
取
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
中
頃
の
前
橋

城
・
城
下
町
・
利
根
川
流
路
等
を
知
る
上
で
貴
重
な

史
料
で
す
。 

 

通
常
は
、
２
階
閲
覧
室
に
お
い
て
マ
イ
ク
ロ
閲
覧

で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
写
真
パ
ネ
ル
は
、
閲
覧
室

手
前
の
通
路
に
引
き
続
き
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
平

成
29
年
７
月
９
日
迄
）
。 
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平
成
28
年
７
月
23
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
、

標
記
の
展
示
を
開
催
し
、
７
０
０
人
を
超
え
る

方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
展
示
で
は
、
文
字
で
書
か
れ
た
史
料

だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
的
に
情
報
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
「
見
た
目
に
分
か
り
や
す
い
絵

図
」
に
着
目
し
、
描
写
や
色
合
い
に
工
夫
が
施

さ
れ
た
観
光
案
内
図
や
明
治
初
期
の
村
の
様

子
が
分
か
る
絵
図
を
中
心
に
展
示
を
行
い
ま

し
た
。 

 

な
か
で
も
、
鳥
瞰
図
（
ち
ょ
う
か
ん
ず
）
と
呼
ば
れ
、

上
空
か
ら
見
下
ろ
し
た
視
点
で
描
か
れ
た
昭

和
期
の
観
光
案
内
図
は
、
群
馬
県
全
体
・
沼
田

市
・
桐
生
市
・
伊
勢
崎
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市

の
名
所
や
史
跡
、
交
通
の
様
子
を
描
き
、
じ
っ

く
り
と
眺
め
て

い
る
方
が
多
く

い
ま
し
た
。 

今

回
展

示

し

た
絵
図
等
の
史

料
は
、
当
館
２
階

閲
覧
室
に
て
ご

覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん

の
「
目
」
で
、
当

時
の
郷
土
の
様
子
を
垣
間
見
て
い
た
だ
き
、
現

在
の
郷
土
の
姿
と
比
べ
て
、
「
今
も
残
っ
て
い

る
も
の
」
、
ま
た
は
「
今
は
な
く
な
っ
た
も
の
」

を
探
し
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。  

平
成
28
年
10
月
22
日
か
ら
平
成
29
年
２
月

26
日
ま
で
、
標
記
の
テ
ー
マ
展
示
を
開
催
し
ま

し
た
。
江
戸
時
代
前
半
の
天
和
期
か
ら
明
治
初

期
に
か
け
て
の
前
橋
城
、
城
下
町
、
天
川
村
な

ど
の
周
辺
村
々
に
関
す
る
古
文
書
や
大
型
絵

図
を
前
橋
市
立
図
書
館
の
協
力
を
得
て
展
示

し
ま
し
た
。 

 

玄
関
ロ
ビ
ー
か
ら
展
示
室
内
に
か
け
て
御

覧
い
た
だ
く
と
、
前
橋
城
、
城
下
町
、
利
根
川

流
路
な
ど
の
変
遷
や
人
々
の
生
活
に
つ
い
て

学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
展
示

項
目
は
、
①
天
和
～
明
和
期
の
絵
図
、
②
寛
政

～
天
保
期
の
絵
図
と
文
書
、
③
嘉
永
～
慶
応
期

の
絵
図
と
文
書
、
④
明
治
初
期
の
絵
図
と
文
書

と
し
、
計
19
点
の
古
文
書
や
絵
図
を
展
示
し
ま

し
た
。 

 

主
な
展
示
史
料
は
、
元
禄
期
頃
の
前
橋
城
、

利
根
川
が
描
か
れ
た
龍
海
院
寄
託
「
前
橋
城
絵

図
」
、
藩
主
松
平
大
和
守
家
の
武
州
川
越
移
城

前
の
前
橋
城
、
城
下
町
、
利
根
川
な
ど
が
描
か

れ
た
国
指
定
重
要
文
化
財
「
前
橋
旧
図
」
（
表

紙
）
、
文
政
４
年
（
１
８
２
１
）
と
明
治
５
年

（
１
８
７
２
）
の
町
絵
図
が
貼
り
合
わ
さ
れ
た

前
橋
市
指
定
重
要
文
化
財
「
前
橋
町
絵
図
面
」
、

町
年
寄
を
務
め
た
松
井
家
・
勝
山
家
当
主
に
よ

っ
て
記
さ
れ
た
「
御
用
雑
日
記
」
な
ど
で
す
。 

 

会
期
中
、
計
１
６
５
７
名
の
方
に
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

平
成
28
年
10
月
29
日
・
同
30
日
の
２
日

間
、
標
記
の
開
館
記
念
日
行
事
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
①
３
階
第
２
・
第
３
研
修
室
で

前
橋
町
絵
図
面
な
ど
の
原
本
史
料
展
示
（
写

真
）
・
同
展
示
解
説
会
、
３
階
第
１
研
修
室
で

元
禄
15
年
上
野
国
絵
図
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
な
ど

の
複
製
資
料
展
示
・
同
展
示
解
説
会
、
②
１
階

ロ
ビ
ー
・
展
示
室
で
テ
ー
マ
展
示
２
を
同
時
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
前
橋
市
内
在
住
の

方
々
を
中
心
に
、
30
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
ご
来
館
い
た
だ

き
、
２
日
間
で
計
１
４
２
名
を
数
え
ま
し
た
。 

 

元
禄
15
年
上
野
国
絵
図
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
「
昔
の
地
名
や
身
近
な
場
所
が
、 

細
か
な
名
前
で
記
入
さ
れ
て
い
て
興
味
深
か

っ
た
」
、
原
本
史
料
展
に
つ
い
て
は
、
「
古
文

書
の
文
字
の
美
し
さ
に
感
動
で
す
。
昔
の
人
の

生
活
を
少
し
で
も
感
じ
る
こ
と
で
、
今
の
時
代

を
見
直
す
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど

の
ご
意
見
・
ご
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
28
年
12
月
３
日
（
土
）
、
テ
ー
マ
展
示

２
関
連
の
「
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
②
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
、
川
越
藩
の
若
手
研
究
者

で
あ
る
八
王
子
市
史
編
さ
ん
室
近
世
史
部
会

専
門
調
査
員
の
北
村
厚
介
氏
を
お
迎
え
し
、
標

記
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏

は
、
川
越
へ
の
移
城
と
前
橋
城
の
破
却
、
川
越

城
主
時
代
の
松
平
氏
の
藩
政
と
前
橋
城
再
築

へ
の
動
き
、
前
橋
城
の
再
築
の
実
態
等
に
つ
い

て
「
松
平
家
記
録
」
な
ど
を
基
に
考
察
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
約
１
０
０
名
の
聴
講
者
が
あ

り
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

平
成

28

年
度
テ
ー
マ
展
示
２ 

「
前
橋
の
城
と
城
下
町
」
の
開
催
報
告 

開
館
記
念
日
行
事 

「
前
橋
の
城
と
城
下
町
」
の
開
催
報
告 

平
成

28

年
度
テ
ー
マ
展
示
１ 

「
絵
で
見
る
近
代
の
ぐ
ん
ま
」
の
開
催
報
告 

教
育
普
及
活
動
（
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
②
） 
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●
古
文
書
入
門
講
座 

 

平
成
28
年
６
月
４
日
（
土
）
か
ら
７
月
２
日

（
土
）
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
に
、
全
５
回
に
わ

た
っ
て
古
文
書
入
門
講
座
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
７
７
人
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
で
は
、

村
を
越
え
て
の
人
の
移
住
を
、
送
る
側
と
受
け

入
れ
る
側
の
宗
門
人
別
帳
を
突
き
合
わ
せ
て

読
み
解
い
た
り
、
幕
府
へ
の
多
額
な
上
納
金
に

よ
り
農
民
で
も
苗
字
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
文
書
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
出
来
事
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
題
材

に
、
初
め
て
参
加
し
た
人
の
中
に
古
文
書
フ
ァ

ン
が
ま
た
増
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

●
長
期
古
文
書
講
座 

 
 

平
成
28
年
９
月
３
日
（
土
）
か
ら
11
月
26

日
（
土
）
ま
で
の
約
３
か
月
、
全
12
回
の
講
座

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
８
５
人
が
受
講
さ
れ
ま

し
た
。
中
世
、
近
世
、
近
代
と
各
時
代
ご
と
に

専
門
の
講
師
が
担
当
し
ま
し
た
。
「
中
世
」
で

は
北
条
氏
朱
印
状
な
ど
、
「
近
世
」
で
は
宿
場

の
文
書
な
ど
、
「
近
代
」
で
は
明
治
初
期
の
上

野
三
碑
の
保
存
措
置
に
関
す
る
文
書
な
ど
が

テ
キ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
の
選
び
方

や
講
義
内
容
か
ら
は
各
講
師
の
工
夫
や
熱
意

が
感
じ
ら
れ
、
易
し
く
な
く
て
も
年
々
受
講
希

望
者
が
増
え
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。 

●
出
前
な
ん
で
も
講
座 

 

文
書
館
職
員
が
出
張
講
座
を
行
う
本
講
座

の
平
成
28
年
度
の
出
前
回
数
は
、
昨
年
度
と
同

じ
９
回
で
し
た
。
前
橋
、
高
崎
、
伊
勢
崎
、
館

林
方
面
か
ら
、
い
ず
れ
も
「
古
文
書
に
親
し
む
」

の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
注
文
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公

文
書
管
理
等
に
関
す
る
メ
ニ
ュ
ー
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
の

上
、
新
規
ご
注
文
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

平
成
28
年
12
月
６
日
、
前
橋
市
立
天
川
小

学
校
３
年
生
の
内
１
ク
ラ
ス
３
０
名
が
、
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
授
業
と
し
て
文
書
館

に
来
館
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
学
習
は
、
「
地
域
を
調
べ
て
発
表
し

よ
う
」
の
単
元
の
も
と
、「
天
川
小
や
地
域
の
歴

史
、
文
化
施
設
・
公
共
施
設
、
自
然
、
行
事
等

を
、
調
べ
た
り
ま
と
め
た
り
し
な
が
ら
、
母
校

や
地
域
の
よ
さ
を
見
つ
け
る
。
」
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
た
も
の
で
し
た
。
当
館
で
は
、
児
童
が

学
習
の
ね
ら
い
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
協
力

す
る
た
め
、「
文
書
館
の
概
要
説
明
」
、「
館
内
見

学
」
、「
歴
史
学
習
体
験
活
動
」
の
三
つ
の
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

最
初
の
活
動
で
あ
る
「
文
書
館
の
概
要
説
明
」

で
は
、
当
館
の
仕
事
や
歴
史
資
料
に
つ
い
て
興

味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
江
戸
時
代
に

描
か
れ
た
当
館
所
蔵
の
「
天
川
村
絵
図
」
を
活

用
し
ま
し
た
。
児
童
に
と
っ
て
身
近
な
場
所
が

描
か
れ
て
い
る
絵
図
を
活
用
し
た
こ
と
で
、
児

童
自
身
が
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
に
あ
る
川
や
道
、

お
寺
に
気
づ
く
な
ど
、
興
味
を
持
ち
な
が
ら
説

明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 

次
の
活
動
「
館
内
見
学
」
で
は
、
普
段
は
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
書
庫
や
作
業
室
、
地
下
の

機
械
室
等
の
案
内
・
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
、
外
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い
地
下
室

や
、
電
動
で
動
く
書
棚
、
カ
ー
ド
キ
ー
で
開
く

扉
な
ど
、
見
慣
れ
な
い
設
備
や
史
料
を
見
る
た

び
に
、
感
嘆
の
声
を
上
げ
な
が
ら
見
学
し
て
い

ま
し
た
。 

最
後
の
「
歴
史
学
習
体
験
」
で
は
、
約
５
ｍ

四
方
で
江
戸
時
代
に
描
か
れ
、
現
在
の
群
馬
県

全
図
に
相
等
す
る
「
元
禄
上
野
国
絵
図
」
の
複

製
マ
ッ
ト
の
上
に
乗
り
、
当
時
の
群
馬
の
様
子

を
足
下
に
眺
め
て
い
き
ま
し
た
。
大
き
な
絵
図

に
驚
き
な
が
ら
も
、
自
分
た
ち
の
「
天
川
」
を

探
し
て
み
た
り
、
上
毛
カ
ル
タ
の
名
所
を
見
つ

け
た
り
と
、「
大
き
な
昔
の
群
馬
県
」
の
上
で
楽

し
く
活
動
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

今
回
の
学
習
協
力
で
は
、
学
習
の
ね
ら
い
に

沿
っ
て
、
児
童
の
興
味
関
心
を
高
め
る
た
め
に

効
果
的
な
史
料
活
用
・
学
習
活
動
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
天
川
小
学
校
の
先

生
方
と
細
か
な
事
前
打
ち
合
わ
せ
が
行
え
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
授
業
協
力
に
お
い
て
も
、
学
校
側
と
当

方
で
の
連
絡
・
共
通
理
解
を
重
要
視
し
、
効
果

的
な
学
習
活
動
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

○
県
立
図
書
館
職
員
が
研
修
で
来
館 

 

１
月
26
日
（
木
）
に
県
立
図
書
館
の
職
員
１

７
名
が
、
研
修
の
た
め
当
館
へ
見
学
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
図
書
館
で
は
高
度
な
質
問
に
も
対
応

で
き
る
専
門
性
を
備
え
た
職
員
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
の
中

で
利
用
者
に
当
館
の
収
蔵
資
料
を
紹
介
す
る

こ
と
も
多
い
の
だ
そ
う
で
す
。
当
館
と
し
て

も
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
を
お
迎
え
す
る
上

で
、
図
書
館
職
員
の
方
々
に
当
館
へ
の
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と

考
え
、
当
日
は
収
蔵
資
料
や
閲
覧
方
法
を
は
じ

め
と
し
て
当
館
の
機
能
に
つ
い
て
２
時
間
し

っ
か
り
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

平
成
28
昨
年
11
月
17
日
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
、
藤
岡
市
出

身
で
「
ぐ
ん
ま
大
使
」
の
中
山
秀
征
さ
ん
の
ル

教
育
普
及
活
動
（
古
文
書
入
門
講
座
・ 

長
期
講
座
・
出
前
な
ん
で
も
講
座
） 

学
校
連
携
（
校
外
授
業
） 

研
修
視
察
（
県
立
図
書
館
職
員
） 

報
道
関
係
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
） 
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ー
ツ
が
当
館
所
蔵
史
料
を
使
い
な
が
ら
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
番
組
で
は
、
明
治
初
年
の
壬
申

地
券
地
引
絵
図
に
中
山
さ
ん
の
ご
先
祖
が
住

所
地
村
の
地
図
作
成
者
の
一
人
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
土
地
の
権
利
者
と
し
て

記
載
が
あ
っ
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
当
館
に
は
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
の

地
引
絵
図
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
土
地

の
利
用
形
態
な
ど
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
神
社
や
寺
院
な
ど
は
現
在
と
比
較
的
同

じ
場
所
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
ご
覧
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
故
郷
再
発
見
に
役
立
つ
資

料
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
ご
利
用

は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
映
像
を
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
表
示
し
て
ご
覧
い
た
だ
く
方
式
と
な

っ
て
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
印
刷
も
で
き
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

    

管
理
受
任
等 

平
成
27
年
度
に
管
理
委
任
、
引

継
に
よ
り
県
の
各
機
関
か
ら
受
け
入
れ
た
文

書
は
、
８
０
８
冊
で
し
た
。 

（
詳
細
は
表
１
の
と
お
り
） 

収
集 

平
成
27
年
度
の
文
書
整
理
に
お
い
て

県
庁
各
所
属
が
廃
棄
し
た
文
書
資
料
の
中
か

ら
、
文
書
館
が
歴
史
資
料
と
し
て
収
集
し
た
も

の
は
１
８
０
９
冊
で
し
た
。 

（
詳
細
は
表
２
の
と
お
り
。
な
お
、
表
中
「
管

理
委
任
解
除
」
と
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
、

管
理
委
任
を
解
除
さ
れ
た
文
書
か
ら
収
集
し

た
も
の
。
） 

（
参
考
） 

 

平
成
26
年
度
の
状
況 

 

・
管
理
受
任
等 

１
０
５
１
冊 

 

・
収
集 

 
 
 
 
 
 

１
９
２
２
冊 

    

◎
前
橋
市
富
士
見
町
山
口
自
治
会
文
書 

 

山
口
自
治
会
に
伝
わ
る
近
世
～
近
現
代
文

書
、
約
５
０
０
点
。
元
禄
２
年
の
勢
多
郡
山
口

村
・
一
之
木
場
村
の
水
帳
・
新
田
水
帳
、
宝
永

８
年
の
両
村
の
新
田
水
帳
を
含
む
。
（
寄
託
） 

◎
東
京
都
・
井
上
善
平
家
文
書 

 

前
橋
市
桑
町
（
現
千
代
田
町
）
で
定
飛
脚
「
嶋

屋
」
の
取
次
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
井
上
家
に

伝
来
し
た
文
書
２
点
。
全
国
の
街
道
沿
い
の
地

名
や
上
野
国
内
各
地
へ
の
運
賃
な
ど
を
書
き

上
げ
た
帳
簿
、
幕
末
期
の
「
武
鑑
」
を
含
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
寄
託
） 

    

◎
前
橋
市
・
木
村
善
一
家
文
書 

 

群
馬
郡
高
井
村
（
現
前
橋
市
元
総
社
町
）
の

木
村
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
。
寛
永
８
年
の
井

伊
兵
部
少
輔
宛
老
中
連
署
状
を
始
め
と
す
る

近
世
文
書
、
碓
氷
社
惣
社
組
関
係
資
料
を
含
む

近
現
代
文
書
か
ら
成
る
。 

９
２
４
点
（
Ｐ
９
１
０
２
） 

◎
前
橋
市
・
笹
本
義
美
氏
収
集
文
書 

笹
本
氏
が
収
集
し
た
文
書
群
。
勢
多
郡
中
通

不
動
堂
村
（
前
橋
市
富
士
見
町
時
沢
）
の
近
世

文
書
、
幡
羅
郡
間
々
田
村
（
現
埼
玉
県
熊
谷
市
）

の
近
世
～
近
現
代
文
書
な
ど
を
含
む
。 

 

９
１
点
（
Ｐ
１
５
０
２
） 

◎
藤
岡
市
・
塚
越
篤
江
家
文
書
（
第
２
次
） 

藤
岡
市
の
塚
越
家
に
伝
わ
る
文
書
群
。
今
回
は
、

近
世
文
書
２
点
（
多
胡
郡
本
郷
村
宗
門
人
別
帳
、

多
胡
郡
池
村
の
年
貢
割
付
状
）
と
近
現
代
文
書

１
６
点
を
公
開
。
１
８
点
（
Ｐ
０
９
０
０
１
） 

◎
前
橋
市
・
岩
佐
昭
雄
家
文
書 

前
橋
市
天
川
原
町
の
岩
佐
家
に
伝
来
し
た

江
戸
時
代
の
旧
天
川
原
村
関
係
の
名
主
文
書

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
検
地
帳
３
冊
と
明

治
時
代
以
降
の
刊
本
類
及
び
同
家
の
公
私
に

関
わ
る
文
書
の
合
計
９
１
点
か
ら
な
る｡

 

９
１
点
（
Ｐ
０
０
０
０
１
） 

◎
沼
田
市
・
金
子
正
宏
氏
収
集
文
書 

金
子
氏
が
収
集
し
た
文
書
群
。
利
根
郡
川
場

地
区
周
辺
文
書
（
湯
原
今
井
家
文
書
・
生
品
唐

品
家
文
書
）
、
利
根
郡
昭
和
村
旧
森
下
村
文
書

（
真
下
家
）
、
利
根
郡
立
岩
村･

沼
須
村
文
書
を

含
む
。 

 
 

２
９
５
７
点
（
Ｐ
０
５
０
４
） 

◎
高
崎
市
・
長
井
進
氏
収
集
文
書 

西
毛
文
化
史
学
会
の
主
宰
で
あ
っ
た
長
井

新
た
に
収
集
し
た 

公 

文 

書 

表１ 平成 27 年度管理受任文書の課室別冊数 

 
冊数 冊数 冊数

管 財 課 9 医 務 課 26 産 業 人 材育 成課 69

学 事 法 制 課 41 介 護 高 齢 課 30 道 路 管 理 課 183

税 務 課 14 林 政 課 81 河 川 課 37

消 防 保 安 課 29 森 林 保 全 課 16 都 市 計 画 課 133

地 域 政 策 課 8 農 業 経 済 課 4 　

ス ポ ー ツ振 興課 8 蚕 糸 園 芸 課 17 知 事 部 局 合 計 769

健 康 福 祉 課 2 農 村 整 備 課 3 文 化 財 保 護 課 39

保 健 予 防 課 16 産 業 政 策 課 2 教 育委 員会 合計 39

障 害 政 策 課 16 商 政 課 13

薬 務 課 9 労 働 政 策 課 3

課　室　名

総　　計 808

課　室　名課　室　名

表２ 平成 27 年度収集文書の部局別冊数 

新
た
に
収
集
し
た 

古 

文 

書 

新
た
に
公
開
し
た 

古 
文 

書 

冊数 冊数

総 務 部 62 県 土 整 備 部 264

企 画 部 96 会 計 局 3

生活文化ｽﾎﾟｰﾂ部 37 議 会 事 務 局 46

健 康 福 祉 部 191 労働委員会事務局 4

環 境 森 林 部 225 教育委員会事務局 227

農 政 部 102 (管 理委 任解 除) 499

産 業 経 済 部 53 合　計 1,809

部　局　名部　局　名
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氏
が
収
集
し
た
文
書
群
。
上
野
国
分
寺
関
係
の

瓦
の
拓
本
、
江
戸
時
代
以
降
の
出
版
本
や
手
習

本
な
ど
の
写
本
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
歴
史

や
美
術
関
係
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。 

 

４
７
２
点
（
Ｐ
０
１
２
１
０
） 

 

２
月
15
日
か
ら
文
書
館
公
式F

a
c
e
b
o
o
k

ペ

ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
昨
年
７
月
に
開
催
し

た
文
書
館
運
営
協
議
会
で
、
委
員
の
方
々
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
に
強
い
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
のF

a
c
e
b
o
o
k

ペ

ー
ジ
か
ら
は
、
展
示
会
や
講
座
の
開
催
、
群
馬

県
の
公
文
書
や
古
文
書
の
新
規
公
開
、
収
蔵
資

料
の
紹
介
や
新
た
な
発
見
、
そ
の
ほ
か
の
お
知

ら
せ
や
出
来
事
な
ど
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

            

 

文
書
館
に
は
こ
ん
な
仕
事
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

「
も
ん
じ
ょ
か
ん
」
と
い
う
呼
称
だ
と
イ
メ
ー

ジ
は
古
文
書
の
古
め
か
し
い
も
の
を
所
蔵
し

て
い
る
と
い
う
感
じ
を
も
た
れ
る
の
が
普
通

だ
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
文
書
館
で
は
、
県
庁

で
現
在
発
生
し
て
い
る
行
政
文
書
を
毎
年
収

集
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。
例
年
６
月
～
７
月

に
文
書
整
理
期
間
が
設
定
さ
れ
、
保
存
期
間
が

満
了
す
る
文
書
を
中
心
に
保
存
整
理
を
し
て

い
ま
す
。
当
館
で
保
存
す
る
文
書
は
、
燻
蒸
処

理
後
に
温
湿
度
管
理
さ
れ
た
書
庫
に
収
蔵
し

て
い
ま
す
。
毎
年
累
積
で
文
書
は
増
加
し
ま
す

の
で
、
書
庫
の
残
り
ス
ペ
ー
ス
が
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。
職
業
体
験
の
中
学
生
の

生
徒
か
ら
素
朴
な
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
書
館
の
書
庫
は
あ
と
何
年
で
一
杯
に
な
る

の
で
す
か
と
い
う
内
容
で
し
た
。
当
館
で
文
書

の
廃
棄
を
す
る
こ
と
は
ま
ず
無
い
と
い
う
前

提
で
、
毎
年
の
収
蔵
が
続
く
と
飽
和
状
態
が
訪

れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
の
が
本
当

の
と
こ
ろ
で
す
。
当
館
も
過
去
に
書
庫
の
増
設

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
将
来
へ
の
展
望
と

し
て
文
書
の
収
蔵
場
所
と
し
て
書
庫
の
増
設

は
必
至
で
す
。
行
政
と
は
、
書
類
を
仕
事
の
証

と
し
て
作
る
こ
と
な
ん
で
す
ね
と
し
み
じ
み

思
い
ま
す
。
行
政
文
書
は
、
単
に
従
事
す
る
職

員
の
も
の
で
は
無
く
、
住
民
の
方
、
全
体
の
共

有
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
作
成
時
か
ら 

 

 
 意

識
し
て
、
さ
ら
に
は
後
世
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
保
存
管
理
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
知
る
人
ぞ
知
る
古
文
書
系
の
現
物
史
料

も
ご
ざ
い
ま
す
。
当
館
の
前
身
が
『
群
馬
県
史
』

の
編
さ
ん
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時

収
集
し
た
資
料
も
併
せ
、
郷
土
群
馬
県
の
ル
ー

ツ
に
接
す
る
も
の
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
は
整
理
が
で
き
次
第
順
次
公
開
を
す

る
予
定
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

                    

 

当
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
壬
申
地
券
地
引
絵
図

を
は
じ
め
と
す
る
大
型
絵
図
に
つ
い
て
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
一
部
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
変
換
し

た
も
の
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
・
ビ
ュ
ワ
ー
に
て
ご
覧
頂
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
閲
覧
室
に
専
用
の
端
末
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
画
像
の
拡
大
や
回
転
な
ど
、
従
来
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
よ
り
簡
便
な
操
作
で
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
・
ビ
ュ
ワ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
従
来
白
黒
の

み
の
印
刷
で
し
た
が
、
今
回
カ
ラ
ー
で
印
刷
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
カ
ラ
ー
印
刷
料

金
４
０
円
） 

 

な
お
、
平
成
29
年
度
の
事
業
に
よ
り
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
が
済
ん
で
い
る
大
型
絵

図
に
つ
い

て
は
、
全

て
デ
ジ
タ

ル
化
す
る

予
定
で
す

の
で
、
デ

ジ
タ
ル
化

が
済
み
次

第
、
順
次

デ
ジ
タ
ル

文
書
館
の
仕
事 

公
文
書
編 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・ 

ビ
ュ
ワ
ー
の
設
置 

文
書
館
公
式F

a
c
e
b

o
o

k
の
開
設 
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ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
ビ
ュ
ワ
ー
に
搭
載
し
て
い
き

ま
す
。 

 

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
大
型
絵
図
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

○
初
め
て
閲
覧
室
を
利
用
さ
れ
る
方
へ 

「
利
用
券
」
を
発
行
す
る
の
で
、
身
分
の
証 

明
に
な
る
も
の
を
ご
持
参
の
上
、
利
用
登
録 

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
資
料
の
閲
覧
方
法 

 
 
 

閲
覧
し
た
い
資
料
を
検
索
シ
ス
テ
ム
で

検
索
し
、
「
文
書
閲
覧
票
」
に
記
入
し
カ
ウ 

ン
タ
ー
の
職
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

職
員
が
文
書
を
書
庫
か
ら
取
り
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。
な
お
、
検
索
シ
ス
テ
ム
は
イ
ン 

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
提
供
し
て
お
り
、
検
索
結 

果
か
ら
「
文
書
閲
覧
票
」
を
出
力
す
る
こ
と 

も
で
き
ま
す
。
ご
自
宅
で
閲
覧
票
を
用
意
し 

て
来
ら
れ
れ
ば
、
閲
覧
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。 

○
資
料
の
複
写
を
ご
希
望
の
方
へ 

 
 

コ
ピ
ー
と
撮
影
が
で
き
ま
す
。
コ
ピ
ー
は 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
職
員
に
申
し
出
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
１
枚
２
０
円
（
モ
ノ
ク
ロ
）
で
職 

員
が
コ
ピ
ー
を
し
ま
す
。
撮
影
は
カ
メ
ラ
を

ご
持
参
の
上
、
ご
自
身
で
撮
影
台
を
利
用
し 

て
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。
撮
影
は
無
料
で

す
。 

 

今
回
は
、
平
成
28
年
度
に
当
館
が
閲
覧
公
開

し
た
17
件
・
８
９
７
１
点
の
古
文
書
と
群
馬
県

行
政
文
書
の
中
か
ら
計
２
５
点
の
史
料
を
選

び
、
１
期
（
３
月
４
日
～
５
月
７
日
）
と
２
期
（
５
月

13
日
～
７
月
９
日
）
に
分
け
て
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

阿
久
澤
順
一
家
文
書
は
、
渋
川
市
吹
屋
の
同

家
に
伝
来
し
た
１
１
０
０
点
余
の
文
書
群
で

す
。
江
戸
中
期
か
ら
明
治
・
大
正
期
に
か
け
て

の
①
吹
屋
村
等
の
村
政
文
書
、
②
鋳
物
業
な
ど

の
阿
久
澤
家
私
的
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
①
の
中
の
大
型
絵
図
２
点
が
、
原

本
撮
影
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
笹
本
義
美
氏
収
集
文
書
は
、

平
成
27
年
度
寄
託
の
91
点
の
文
書
群
で
す
。

勢
多
郡
不
動
堂
村
（
現
前
橋
市
富
士
見
町
）
の

近
世
文
書
の
う
ち
、
今
回
は
酒
造
業
、
水
車
の

設
置
、
鉄
炮
所
持
改
め
、
不
動
堂
村
議
定
の
文

書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
長
見
寺
文
書
は
、
前

橋
市
大
友
町
の
同
寺
か
ら
寄
託
さ
れ
た
１
６

８
０
点
余
の
文
書
群
で
す
。
同
寺
は
、
か
つ
て

東
学
院
と
号
し
、
戦
国
期
は
領
主
の
総
社
長
尾

氏
の
祈
願
所
で
し
た
。
江
戸
時
代
初
め
に
寺
号

を
長
見
寺
と
改
め
、
修
験
道
本
山
派
の
京
都
聖

護
院
の
末
寺
と
な
り
、
上
野
国
の
年
行
事
職
を

務
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
長
見
寺
な
ど
の
修
験

道
関
係
文
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
岩
佐
昭
雄

家
文
書
は
、
平
成
12
年
に
寄
託
さ
れ
た
91
点

の
文
書
群
で
す
。
群
馬
郡
天
川
原
村
（
現
前
橋

市
）
の
享
保
年
間
の
検
地
帳
３
点
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
の
２
点
を
１
・
２
期
に
分
け
て
展
示
し

て
い
ま
す
。 

 

旧
県
立
社
会
教
育
館
文
書
は
、
平
成
17
年
、

群
馬
県
立
社
会
教
育
館
が
富
岡
市
に
移
管
さ

れ
た
際
に
、
歴
史
的
史
料
と
し
て
当
館
が
収
集

し
た
文
書
・
図
面
・
ア
ル
バ
ム
等
の
文
書
群
で

す
。
前
身
の
東
国
敬
神
道
場
、
群
馬
県
公
民
会

館
な
ど
の
史
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

《
展
示
史
料
紹
介
》 

 

左
の
文
書
は
、
川
越
藩
前
橋
分
領
上
細
井
村

（
現
前
橋
市
上
細
井
町
）
役
人
か
ら
北
隣
の
不

動
堂
村
名
主
宛
に
出
さ
れ
た
文
書
で
す
。
上
細

井
村
の
三
郎
兵
衛
が
新
設
す
る
水
車
に
つ
い

て
、
上
流
の
不
動
堂
村
雁
俣
堰
（
か
り
ま
た
せ

き
）
を
操
作
さ
せ
ま
せ
ん
、
も
し
操
作
し
た
な

ら
ば
三
郎
兵
衛
に
水
車
を
止
め
さ
せ
ま
す
、
と

い
う
内
容
で
す
。 

          

  

★
展
示 

●
新
規
公
開
文
書
展 

「
近
世
の
酒
造
・
水
車
・
修
験
ほ
か
」 

１
期
：
３
月
４
日
（
土
）
～
５
月
７
日
（
日)

 

２
期
：
５
月
13
日
（
土
）
～
７
月
９
日
（
日)

 

※
春
季
特
別
整
理
休
館
を
は
さ
み
１
期
と
２

期
で
一
部
展
示
史
料
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
展
示
室
で
は
、
常
設
展
「
文
書
館

の
仕
事
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
テ
ー
マ
展
示
１ 

７
月
22
日
（
土
）
～
９
月
29
日
（
金
） 

★
講
座 

●
古
文
書
入
門
講
座
（
土
曜
日
：
全
５
回
） 

６
月
３
日
～
７
月
１
日 

午
前
10
時
～
正
午
、
定
員
60
人
（
未
受
講
者

優
先
）
テ
キ
ス
ト
代
１
０
０
０
円 

※
申
込
期
間
は
４
月
17
日
（
月
）
～
５
月
12
日

（
金
）
必
着 

 

●
長
期
古
文
書
講
座
（
土
曜
日
：
全
12
回
） 

８
月
26
日
～
12
月
２
日 

●
第
１
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
（
日
程
未
定
） 

※
詳
細
は
文
書
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

  

今
後
の
行
事
予
定 

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p
 

題
字
／
岡
庭
征
人
書 

閲
覧
室
か
わ
ら
版 
～ 
そ
の
２ 

～ 

平
成

28

年
度
新
規
公
開
文
書
展
「
近
世

の
酒
造
・
水
車
・
修
験
ほ
か
」
の
開
催 

一札之事 

（安永 8 年 2 月、P1502 №21） 

 


